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Current Political Situations in Algeria and Tunisia 
 
概要 
アルジェリアでは、2013 年 9 月に第二次セッラール内閣が誕生した。与党 FLN の総書記選
挙の顛末とも深く関わるこの内閣改造は、2014 年の大統領選に向けた政治的動きがすでに始ま




















ている（El Watan紙 2013 年 9 月 12 日付）。 
2012年 9月発足の第一次セッラール内閣と比べて、閣僚ポストの数は 37から34に減った。
中でも、FLN所属の閣僚が 8 から 4 に減り、連立を組むRND2（閣僚数 5）よりも少なくなっ




                                                   
1 Front de libération nationale, 民族解放戦線。 











る（Liberté 紙 2013 年 8 月 29 日付）。今回更迭された FLN の閣僚の一部は、紛糾した総書記
選挙において、サイダーニーの当選に反対していた人物である（Radio France Internationale
ウェブサイト 2013 年 9 月 12 日付）。 
第二次セッラール内閣の発足後、FLN、RND の指導部は、ブーテフリカ現大統領を次期大
統領候補として支持していることを示唆する発言をしている（Liberté 紙 2013 年 11 月 11 日




2013 年 2 月、7 月と立て続けに野党党首の暗殺事件が起こったチュニジアでは、イスラーム
主義政党・ナフダ運動率いる三党連立政権に対する反対運動が政治プロセスを麻痺させ、混乱が続







年 10 月 23 日の選挙によって第一党になったナフダ運動であるが、その後の経済状況の悪化に
対する対応の不十分さや、腐敗と暴力の横行、連立与党内部の分裂などの事態を受けて、国民
の支持は下落し続けている。アメリカのギャラップ社による世論調査によれば、政府に対する
支持率は 2012 年 3 月の 56％から、1 年後の 2013 年 3 月には 32%に落ち込んだ（Gallup ウェ





























は非常に難航したが、10月 5日に 4つの非政治団体が作成したロードマップに 21の政党がサイン
し、「国民対話」のプロセスが正式に開始された（Globalnetウェブサイト 2013年 10月 7日付）。ロー
ドマップは制憲議会における審議再開と、現内閣の辞職、政党に属さないテクノクラート閣僚による新
内閣の組閣などを内容としている。新内閣の人事をめぐって交渉が難航したが、12 月に入って現役
産業大臣だったマフディー・ジュムアが首相になることが発表され、2014年1月29日にジュムア内閣
が正式に発足した。制憲議会の審議も再開され、1月 26日に新憲法が成立している。 
ナフダ運動は、「選挙で選ばれた政府は合法であるので、自ら辞職する必要はない」というこれまで
の主張を一転させ、「国民対話」提案を受け入れ、無党派の閣僚からなるジュムア内閣に権力を引き
渡したことで、今までと違う協調的な態度を見せた。平和的な権力移行が実現し、新憲法が成立した
ことで、エジプトで2013年7月に起こった軍事クーデターのような波乱は、チュニジアにおいてはひと
まず避けられた。しかしながら、ジュムアがナフダ運動のアリー・アライイドを首相とする前内閣の現役
大臣であったこと、やはりナフダ運動に近いとされるルトフィー・ベン・ジッドゥー内相（無所属）がその
まま現職にとどまったことなど、新内閣の政治的中立性に対しては、これを疑問視する声も上がってい
る。 
ナフダ運動、最有力野党と目される「チュニジアの呼びかけ」など、諸政党にとって次の目標は、年
内にも実施される可能性のある次の国政選挙および大統領選挙である。新しい民主的な時代への期
待が高まっていた革命直後の状況と異なり、革命後3年を経た現在、チュニジアの有権者たちには落
胆と政治不信が広がっている。失政によって支持基盤を失いかけているかに見えるナフダ運動にとっ
て、次の選挙こそが正念場となろう。 
（渡邊祥子） 
 
